






  DMP 児(者)が、独立歩行から、車椅子使用の生活に移行する時期にある。不

安定な歩行状況を、より安全で、より快適なものとし、生活行動範囲を拡げ、

歩行困難に伴う、友人との遊離など、あきらめがちになりやすい患児(者)に対

し、精神面においても好ましい影饗を与えることを目的に、はき物の工夫に着

手した。


